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（摘要）

(前職分）東根市中央○－○－○　ひがしね商事株式会社

令和７年３月３１日退職   支払金額  1,500,000円   徴収税額  12,300円   社会保険料  130,000円

円 円 ㊁ 円 ㋭ 円 ㋬ 円

年 月 日 円

円 年 月 日 円

円 円 円

円 円

（右詰で記載してください。）

（電話） 　０２３７－４２－○○○○

610,000

山形県東根市大字東根甲○○○番地

株式会社　□□□△△△
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○ 7 4 1 昭和 50 3 3
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（フリガナ）
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個人番号 個人番号

（フリガナ） 区

分 4

3

（フリガナ）

個人番号 個人番号

区

分

2

個人番号 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ 個人番号

区

分氏名 氏名

（フリガナ） 区

分氏名 東　根　　　二　郎 氏名

区

分
2 0

氏名 東　根　　　春　美

個人番号 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ 個人番号 ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ 5

1

（フリガナ） ヒ　ガ　シ　ネ　　　ハ　ル　ミ 区

分

（フリガナ） ヒ　ガ　シ　ネ　　　イ　チ　ロ　ウ 区

分 １
６
歳
未
満
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養
親
族

氏名 東　根　　　一　郎

（フリガナ） 区

分

（フリガナ） ヒ　ガ　シ　ネ　　　ジ　ロ　ウ

　(源泉・特別)

控除対象
配偶者

（フリガナ） ヒ　ガ　シ　ネ　　　ハ　ナ　コ
区

分 配偶者の
合計所得

国民年金保険
料等の金額

旧長期損害
保険料の金額氏名

東　根　　　花　子

基礎控除の額 680,000
所得金額

調整控除額個人番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２

1,060,000

住宅借入金
等特別控除

可能額

居住開始年月
日（２回目）

住宅借入金等
特別控除区分

(２回目）

住宅借入金等
年末残高
（２回目）250,000

（特）
住宅借入金等

年末残高
（１回目）1

生命保険料
の

金額の内訳

新生命
保険料
の金額

旧生命
保険料
の金額

介護医療
保険料
の金額

新個人年金
保険料
の金額

旧個人年金
保険料
の金額90,000
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告
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控 除 対 象 扶 養 親 族 等 の 数 

（ 配 偶 者 を 除 く 。）

    5人目以降の控除対象
    扶養親族等の個人番号

    5人目以降の16歳未満
    の扶養親族の個人番号

120,000 80,000 300,000

住宅借入金
等特別控除
の額の内訳

住宅借入金
等特別控除

適用数

居住開始年月
日（1回目）

住宅借入金等
特別控除区分

(１回目）

特  別 その他

 有 従有

  （源 泉） 控 除 対 象 配 偶 者 障 害 者 の 数
（本人を除く。）

非居住者
である

親族の数
   の　有　無

老人

配 偶 者 （特 別）
控  除  の  額

16歳未満
扶養親族

の数特   定 特   親そ の 他老   人

所 得 控 除 の 額 の 合 計 額 源 泉 徴 収 税 額

給与・賞与 6,000,000 4,360,000 2,838,000 0

（役職名）

氏
　
名  東 根　太 郎

種　　　　別 支　払　金　額
給 与 所 得 控 除 後 の 金 額

(調 整 控 除 後)

（フリガナ） ヒガシネ 　タロウ
　東根市中央一丁目１番１号
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◆記入についての注意点◆

　≪給与支払報告書（個人別明細書） 記入例≫ （番号のついている項目については裏面もご参照ください。）

8
※　種　別 ※　　　　整　理　番　号

支　払
を受け
る　者

区分

住
 

所

（個人番号）

『給与支払報告書(総括表)』
◎「指定番号」を必ず記入し、「給与支払者の個人番号又は法人番号」についても記入してください。

◎特別徴収・普通徴収を仕切紙で区分し、普通徴収該当者がいる場合には、理由記号ごとの該当する人数を記入
してください。

※記載内容・理由によっては、特別徴収となる場合があります。

『給与支払報告書(個人別明細書)』
◎以下の記入例にならい、誤りのないようにご記入ください。

※記載内容に誤りがある場合、税額が正しく計算されない場合があります。

◎氏名・フリガナ・生年月日・住所・個人番号は正確に記入してください。

※令和８年１月１日現在の住所を記入してください。

◎少額でも給与の支払いがある場合は提出をお願いいたします。

※年の途中で退職・休職した方及びパート・アルバイトの方についても提出してください。

◎普通徴収該当者がいる場合には、摘要欄に普通徴収・仕切紙の理由記号Ａ～Ｄを記入してください。

８

１

６

１４

２

各欄の対象者について、それぞれ氏名、フリガナ及び個人番号を記入します。

配偶者、16歳未満の扶養親族が非居住者である場合には区分の欄に〇、

控除対象扶養親族が非居住者の場合、区分に０１～０４を記載してください。

特定親族の場合、区分に１０～９０(居住者)、１１～９１(非居住者)を記載してください。

控除対象となる配偶者（配特含む）、扶養

親族のうち非居住者がいる場合、人数を

記入します。

９

就職・退職の両方に該当する

場合は、両方に「○」を付け、

月日を二段書きにします。

控除対象扶養親族又は16歳未満の扶養

親族がそれぞれ５人以上いる場合には、

⑭又は⑮に個人番号を記入します。

１１

１３

１５

受給者の生年月日の元号を

和暦で記入します。

１６

１０

１２

７

３ ４ ５


